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研究成果の概要（和文）：17世紀以降のイギリスにおける、博物誌や旅行記、演劇・小説に登場する、新世界やアジア
表象についての研究を行った。具体的には、シェイクスピア作品のアジアでの拡がりと、東南アジアがイギリスの知の
枠組みの中にいかに包摂されてきたかについて分析した（松田）。またヴィジュアル・メディアの機能を重視し、16世
紀以降の博物誌・旅行記における東アジア表象を研究した（吉原）。さらに、同時代の旅行記や日記に着目し、博物誌
が16世紀イングランドの知の拡大に与えた効果を意義を論考した（中井）。このように17世紀以降のイギリスにおける
知の分配を分析し、知の公平と不公平が同じ地平で起きることを論証した（荒木）。

研究成果の概要（英文）：The project, "Impartiality in Natural History and Distribution of Knowledge in 
16th to 19th century Britain," researched the represntations and discourses about New Wolrd and Asia 
which appear in natural history, travel wiritngs, dramas and novels in 17th to 19th century Britain. 
Focusing on the historical, local, or topical cultural materials in the literatures such as Orangutan, 
pineapple, orang-laut, and Shakespeare, the research showed that the distribution of knowlege in early 
modern Britain developed the impartiality and partiality of knowldge at the same time, and established 
modern mindset to comprehend New World and Asia since 19th century.
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１．研究開始当初の背景 
本研究計画は、研究代表者・研究分担者の

16 世紀から 19 世紀に関するこれまでの研究
成果を踏まえた上で、共同研究を行うことに
よる、新たな研究の展開を狙うものであった。 
 研究代表者（荒木正純）は日本に新歴史主
義批評を導入した研究者のひとりであり、近
年は日英の事典や研究書におけるオラウー
タン等の類人猿の表象と近代化の問題の研
究を行ってきた。また、研究分担者はそれぞ
れ、これまでイングランドの蒐集文化や見世
物文化と植民地主義（吉原ゆかり）、フラン
シス・ベイコンに代表される啓蒙主義思想と、
18 世紀小説におけるパイナップル等の新大
陸表象（中井理香）、さらに、初期近代イギ
リス演劇における他者表象（松田幸子）等、
文学テキストのみならず、社会・文化的コン
テクストから、16 世紀から 19 世紀にかけて
のイングランドの近代化の諸相を研究して
きた。 
 本研究計画は、本研究計画参加予定者の過
去の研究業績を有機的に発展させるものと
して、分担者の研究業績やこれまでに受けた
研究費とその成果等が示す過去の研究業績
を基にして、新たに「知の分配」の「公平性」
という観点から各自の研究成果を再構築す
ることを企図し計画された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、16 世紀から 19 世紀までの、い

わゆるイギリスの「博物誌」とその研究のな
かで培われた「知」の分配における「公平性」
の問題を考察することを目的としている。全
般的には、17 世紀後半イングランドで興り、
18 世紀ヨーロッパにおいて主流となった啓
蒙思想にかかわる課題となる。啓蒙思想は、
「自然の光」（lumen naturale）を自ら用い
て超自然的な偏見（不公平性）を取り払い、
人間本来の理性の自立を促すという意味で
あったからだ。政治思想の分野では、自然法
論が発達し、とくに社会契約説が流行し、理
性の普遍性や不変性が人間の平等（公平性）
の根拠とされ、平等主義の主張となってあら
われたと考えられる。 
啓蒙時代のヨーロッパの消費生活は、非ヨ

ーロッパ世界の物質なしには成り立たなか
った。「植民地」という無尽蔵の資源を得た
ヨーロッパ人は、辺境の特産品を含め、様々
な情報を入手し、またその情報が、ジャーナ
リズムの発展にも影響を与えていく。それは
民衆の議論・交渉の場＝公共圏を形成したが、
物質的な富が人間の貧困と不平等をなくす
だろうという展望は、反対に、新たな階級格
差の問題を生じさせることになる。啓蒙時代
の経済学者アダム･スミスは、『道徳感情論』
の中で「公平で中立的な観察者」を想定し、
その立場から自分の感情・行動を見るように
主張した。ならば、異国から収集した物・情
報に本国の人々がどのように関わり、公共生
活を形成したのか、博物誌を取り巻く人・モ

ノ・情報の世界を問い直す新しい研究が期待
されよう。 
 ヨーロッパの啓蒙思想は、「人権」理念の
もとに、人々の幸福と公正な社会が追究され、
国家を越えた全体的連関をもった世界の思
潮でもあった。しかし、17 世紀の科学革命と
それに続く博物学の発達に伴い、人間を科学
的に捉える知の営みによって、「人種」とい
うカテゴリーが確立する。その結果、世界中
の民族を文明・未開等の基準を設けて区分し、
客観的に認識しようとする文明観、発達史観
もまた育まれた。本来、啓蒙は人間の理性に
よって平等・公平性を掲げた思想であるが、
皮肉にもまさにその「科学的思考」こそが、
後世の不平等・不公平を育くむことにもなっ
たのである。それでは、文化人類学の発展の
土台となった博物学は、どのような科学的領
域を形成していったのか。このねじれを理解
するために、動植物の収集と分類法、百科事
典を通して、近代の知やシステムを正確に把
握することは、必要不可欠な作業である。 
 平等・公平性という視座から博物誌の具体
的材料を分析することにより、啓蒙思想の生
成、その価値基準が照射されてくる。そこか
ら、啓蒙の精神、すなわち偏見（不公平性）
を正し、理性による改善をはかる営みは、理
性の普遍性を求める時代の特殊性をも孕ん
でいたことが解明されよう。博物学と啓蒙思
想を関連付けた近年の研究として、国外では
Roy Porter の The Enlightenment (2001)、
Rosemary Sweet の Antiquaries (2004)、D. 
D. Raphael の The Impartial Spectator: 
Adam Smith’s Moral Philosophy (2007) が、
国内では、宇野重規『トクヴィル 平等と不
平等の理論家』（2007）が挙げられるが、モ
ノあるいは知の「公平性」という点に注目し
て博物誌を検証した先行研究はない。 
したがって、本研究では英米文学の研究者

が培ってきた精読の手法を用いて、具体的な
事象にまつわる過去の資料を精査するとと
もに、言説・表象分析による歴史・文化史へ
の視座も導入することで、史実に迫り、地球
規模の未来を模索するためのより公平な知
の営みに貢献することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 資料収集：一次、二次資料・文献を組織
的に調査・収集、分類・整理する。とりわけ、
電子テキストについては、研究支援を雇いデ
ータベースを構築し、大量の史料を用いた研
究の方法などについての学生教育も行う。 
(2) 理論的整理：博物館・図書館に関する研
究書を検討し、博物誌と公平性の研究のため
の理論的な基盤を整理する。 
(3) 新たな研究基盤の提起：研究会等を定期
的に開催することで意見交換を行い、(1)(2)
の成果を検討することで、「博物誌」と「公
平性」を同時に考察する相乗効果を提起する。 
 
４．研究成果 



以下の通り、17 世紀以降のヨーロッパ、とり
わけイギリスにおける、博物誌や旅行記、演
劇・小説に登場する、新世界やアジア表象に
ついての研究を行った。 
(1) オラン・ウータン表象研究 
17 世紀以降のヨーロッパにおけるオラン・ウ
ータン表象の変遷をたどることで、知の公平
と不公平が同じ地平で生じることを、博物
誌・地誌・事典の編纂と知の分配という観点
から論証した。 
(2) シェイクスピア作品のアジアでの受容
と変容 
シェイクスピア作品が、現在、アジア、とり
わけ日本やインド、台湾や韓国において、ど
のように受容され変容しているかについて、
イギリス的な知の分配という観点から研究
を行った。17世紀以降のイギリスにおけるシ
ェイクスピアの権威の高まりにしたがって、
アジアにおいても、シェイクスピア作品が権
力として機能するとともに、産業資本の拡大
とともに、商品としても流通しつつあること
を明らかにした。 
(3) ロビンソン・クルーソー表象研究 
18 世紀以降のイギリスにおける海洋冒険文
学と博物学的知の枠組みの発展についての
国際学会 Robinson Crusoe in Asia を行った。
とりわけ、イギリス冒険小説の大きな影響下
にあった 19 世紀日本の海洋実録冒険小説に
おける博物学的知の分配について論証した。 
(4) パイナップル言説研究 
17 世紀以降の食文化がイングランドの知の
拡大に与えた効果とその意義を、パイナップ
ル言説を分析することで論考した。その際、
同時代の博物誌、ジャーナル、トラベル・ラ
イティングに着目することで。パイナップル
についての記述があるフランシス・ベイコン
のユートピア文学である『ニュー・アトラン
ティス』の博物学的な意義付けを行うことが
できた。 
(5) オラン・ラウト表象分析 
19 世紀末の東南アジアの描いたイギリスの
小説を論じ、オラン・ラウト表象を分析した。
(1)のオラン・ウータン表象研究と合わせて、
18 世紀から 19 世紀のイギリス的知の枠組み
に、いかに東南アジアが包摂されていくかに
ついて明らかにすることができた。 
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